
日
時

３
月
14
日
（
月
）
18

時
30
分
～
20
時
30
分

場
所

労
政
会
館

５
Ｆ

会
議
室

出
席
者

滝
田
博
之
、
塩
沢

寿
雄
、
木
ノ
内
高
嘉
、
前
川

朝
夫
、
清
水
雄
三
、
豊
田
稔

工
藤
誠
志
、
松
永
義
夫
、
大

石
一
博
、
鈴
木
修
、
高
橋
弘
、

田
中
保
広
、
堀
内
修
、
坂
田

昇
、
（
文
責
）
計
15
名

欠

席

出
利
葉
義
次
、
小
田
直

美
、
諸
戸
明

会
長
挨
拶

➀
平
成
27
年
度
の
事
業
も
無

事
終
了
。
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

②
今
年
度
創
設
の
個
人
会
員

制
度
は
８
名
入
会
し
た
。
次

年
度
も
継
続
。

③
「
山
の
日
」
の
行
事
、
各

団
体
か
ら
の
代
表
選
出
し
て

活
動
開
始
。

④
新
年
度
の
総
会
準
備
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

(1)
報
告
事
項

①

指
導
委
員
会
（
工
藤
）

・
指
導
員
研
修
会
、
１
月
31

日
に
、
28
名
参
加
で
実
施
し

た
。

・
冬
山
講
習
会
、
２
月
６
～

７
日
に
、
30
名
参
加

（
中

級
14
名
、
高
体
連
15
名
、
指

導
者

1
名
）
で
実
施
し
た
。

・
雪
山
を
楽
し
む
会
、
２
月

６
日
に
、
14
名
参
加
（
講
師

２
名
も
含
め
）
冬
山
講
習
会

と
セ
ッ
ト
で
実
施
。

②

国
体
委
員
会
（
木
ノ
内
）

・
県
高
校
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
競

技
大
会
２
月
11
日
に
実
施
、

小
６
生
が
高
校
生
を
抑
え
優

勝
。

(2)
事
業
計
画
（
新
年
度
）

①

国
体
委
員
会
（
木
ノ
内
）

・
県
予
選
実
施
要
項
作
成
、

実
施
日
時
５
月
３
日
（
火
）
、

詳
細
は
実
施
要
項
よ
る
。

・
若
い
人
の
参
加
を
募
る
為
、

新
た
に
生
ま
れ
年
月
（
平
成

10
年
4
月
以
前
生
ま
れ
）
を

記
載
し
た
。

・
大
会
前
ま
で
に
「
選
手
登

録
」
が
必
要
と
な
る
。

②
28
年
度
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

タ
（
堀
内
）

・
概
要
説
明
、
実
施
時
期
９

月
24
日
（
土
）
、
25
（
日
）

・
会
場

富
士
山
周
辺

・
募
集
人
員
と
コ
ー
ス

Ａ
コ
ー
ス
（
一
泊
）
20
名

バ
ス
～
須
走
5
合
目
～
小
富

士
～
馬
返
し

Ｂ
コ
ー
ス
（
日
帰
り
）

50

～
60
名

幕
岩
～
御
殿
場

③

「
山
の
日
」
の
行
事

（
滝
田
）

・
8
月
11
日
「
あ
ざ
れ
あ
」

で
講
演
会
と
写
真
展
開
催
。

・
各
団
体
の
ハ
イ
キ
ン
グ
、

県
岳
連
は
、
富
士
山
周
辺
で

実
施
予
定
。
静
岡
市
岳
連
は
、

大
日
峠
周
辺
の
古
道
で
実
施
。

労
山
は
湖
西
連
峰
で
実
施
。

④
通
常
総
会
4
月
23
日
（
土
）

13
時
30
分
～
「
あ
ざ
れ
あ
」

で
開
催
。
4
月
11
日
（
月
）

別
途
打
合
せ

(3)

27
年
度
事
業
の
状
況

①
各
種
講
習
会

参
加
費
が

ア
ッ
プ
し
た
た
め
、
参
加
者

減
少
し
、
事
業
が
赤
字
と
な

つ
た
。
今
後
は
、
赤
字
の
事

業
は
岳
連
で
負
担

（
会
場

費
な
ど
）
す
る
。
講
習
会
は

継
続
す
る
。
個
人
会
員
27
年

度
は
8
名
。

・
28
年
度
の
個
人
会
員
募
集

の
パ
ン
フ
に
「
登
山
講
習
会

の
一
覧
」
を
折
り
込
む
。

・
各
種
講
習
会
補
助
員
の
手

当
な
し
、
今
後
は
、
弁
当
代

程
度
は
考
慮
す
る
。

・
登
山
教
室
な
ど
の
際
、
自

車
利
用
を
止
め
、
運
転
手
付

の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
考
慮
。

・
各
種
講
習
会
参
加
費
用
の

見
直
し
を
検
討
す
る
。
（
具

体
的
費
用
を
提
示
）

②

決
算
書

・
27
年
度
決
算
を
説
明
、
28

年
度
予
算
、
各
事
業
計
画
を

積
み
上
げ
て
策
定
。
（
各
担

当
で
作
成
願
う
）

・
各
事
業
は
、
先
を
考
え
て

予
算
の
積
み
上
げ
を
願
う
。

➂

そ
の
他

・
各
加
盟
団
体
の
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
登
録
ね
が
う
、
今

後
は
紙
デ
ー
タ
か
ら
電
子
デ
ー

タ
に
変
え
郵
送
費
用
の
削
減

を
考
え
て
行
き
た
い
。

・
各
メ
ン
バ
ー
に
、
岳
連
の

会
報
へ
の
執
筆
に
た
い
し
て

謝
辞
あ
り
。

（
坂
田
昇
）

4
月
11
日
（
月
）
18
時
30

分
か
ら
静
岡
労
政
会
館
5
階

会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

出
席
者
は
滝
田
、
木
ノ
内
、

塩
澤
、
豊
田
、
高
橋
、
諸
戸
、

清
水
、
小
田
、
大
石
、
田
中
、

内
海
、
工
藤
、
増
田
、
鈴
木

修

計
14
名

会
長
挨
拶

①
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
に
な
る
こ
と
で
、

色
々
な
動
き
が
出
て
く
る
よ

う
だ
。
選
手
の
規
律
等
社
会

的
に
も
変
化
が
出
て
き
た
。

②
本
年
度
「
岩
手
国
体
」
の

説
明

28
年
度
の
計
画
に
つ
い
て

【
国
体
委
員
会
】
第
71
回
国

体
県
予
選

5
月
3
日
（
火
）
浜
松
ス

ク
エ
ア
（
リ
ー
ド
）
Ｂ
・

Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｔ
（
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
）

28
年
度
通
常
総
会
に
つ
い
て

①
4
月
23
日
（
土
）
13
時
30

分
よ
り
「
あ
ざ
れ
あ
」
に
て

理
事
は
13
時
集
合
の
こ
と

②
司
会
等
の
役
割
分
担
を
決

め
た
。

③
27
年
度
の
事
業
報
告
を
確

認
し
た
。

④
27
年
度
の
決
算
報
告
を
会

計
大
石
氏
が
説
明
し
た
。

⑤
28
年
度
の
事
業
計
画
案
を

説
明
、
確
認
し
た
。

⑥
28
年
度
の
会
計
予
算
案
を

会
計
が
説
明
、
確
認
し
た
。

⑦
役
員
の
選
考
委
員
を
選
任

し
た
。

⑧
千
頭
山
の
会
・
自
衛
隊
山

岳
部
が
岳
連
か
ら
脱
退
す
る
。

そ
の
他

①
28
年
の
夏
山
登
山
教
室
の

説
明

・
7
月
30
日
～
31
日

北
ア

ル
プ
ス

五
竜
岳

②
個
人
会
員
の
件

27
年
度

は
8
名
だ
っ
た
。
そ
の
う
ち

1
名
が
継
続
。
今
年
度
の
新

規
は
今
の
と
こ
ろ
2
名
。

③
高
体
連
登
山
部
創
立
60
周

年
記
念
行
事

・
「
ア
イ
ガ
ー
・
ユ
ン
グ
フ

ラ
ウ
・
メ
ン
ヒ
登
山
」
8
月

16
日
～
25
日

10
日
間

④
講
演
会

・
5
月
30
日
（
月
）
13
時
30

分

富
士
市
「
ロ
ゼ
シ
ア
タ
ー
」

国
際
山
岳
医

大
城
和
恵
氏

演
題
『
安
全
な
登
山
の
た

め
の
基
礎
知
識
』（

鈴
木
修
）

編
集
後
記

総
会
が
終
わ
り
、
新
年
度

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
昨
年
の

個
人
会
員
制
度
の
発
足
か
ら

岳
連
の
活
動
が
活
性
化
し
て

き
た
。
個
人
会
員
向
け
各
種

講
習
会
も
多
数
実
施
し
、
多

く
の
参
加
者
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
の
流
れ
を
本
年

度
も
継
続
し
、
岳
連
の
存
在

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い

も
の
だ
。

小
生
の
知
人
が
岩
淵
鳥
居

講
で
富
士
山
に
鳥
居
を
奉
納

に
行
く
と
聞
い
た
の
は
12
年

前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
よ
く

聞
い
て
み
る
と
岩
淵
鳥
居
講

と
は
、
江
戸
時
代
初
期
か
ら

幕
府
よ
り
渡
船
役
を
司
っ
て

い
た
岩
淵
村
が
、
富
士
川
渡

船
の
船
を
造
る
木
材
が
富
士

浅
間
神
社
の
社
領
か
ら
伐
り

出
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
返
礼

と
し
て
申
年
に
鳥
居
を
奉
納

す
る
神
事
が
今
も
続
い
て
い

る
と
い
う
。

今
年
が
申
年
、
８
月
7
日

早
朝
に
奉
納
す
る
と
い
う
。

場
所
は
富
士
宮
口
頂
上
直
下
。

真
新
し
い
白
木
の
鳥
居
を
見

に
行
く
の
が
楽
し
み
だ
。

（
Ｔ
Ｋ
）

平
成
28
年
度
の
通
常
総
会

が
、
4
月
23
日
（
土
）
静
岡

市
の
「
あ
ざ
れ
あ
」
で
開
催

さ
れ
た
。
出
席
者
は
16
名
、

委
任
６
名
の
22
名
で
あ
る
。

冒
頭
滝
田
会
長
か
ら
昨
年
、

会
の
活
性
化
と
財
政
支
援
の

観
点
か
ら
、
個
人
会
員
制
度

を
創
設
し
、
8
名
の
会
員
が

入
会
し
た
。
本
年
度
も
継
続

し
て
い
き
た
い
。
各
種
登
山

教
室
、
講
習
会
を
計
画
し
て

い
る
の
で
、
制
度
を
早
期
に

軌
道
に
乗
せ
て
い
き
た
い
。

財
政
に
つ
い
て
、
分
担
金

収
入
の
全
て
が
上
部
団
体
へ

の
納
入
金
で
、
カ
レ
ン
ダ
ー

販
売
、
講
習
会
収
入
、
還
付

金
等
で
運
営
し
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
。
諸
事
業
へ
の

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

祝
日
「
山
の
日
」
の
イ
ベ

ン
ト
を
県
山
岳
4
団
体
で
実

施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
8

月
11
日
「
あ
ざ
れ
あ
」
に
お

い
て
講
演
会
と
山
岳
写
真
展

を
開
催
し
、
10
月
16
日
に
は

東
中
西
の
３
地
域
で
記
念
の

ハ
イ
キ
ン
グ
を
実
施
す
る
計

画
で
あ
る
。
と
挨
拶
が
あ
っ

た
。議

長
に
清
水
雄
三
氏
（
副

会
長
・
高
体
連
）
を
選
出
し

議
事
に
入
っ
た
。

◆
27
年
度
事
業
報
告

全
体
の
事
業
報
告
と
各
委

員
会
か
ら
の
報
告
が
あ
っ
た
。

従
来
の
事
業
に
加
え
、
個
人

会
員
制
度
運
営
上
の
講
習
会

が
多
く
な
っ
た
。
和
歌
山
国

体
で
は
、
成
年
女
子
が
リ
ー

ド
３
位
、
ボ
ル
ダ
5
位
、
皇

后
杯
６
位
と
素
晴
ら
し
い
成

績
を
残
し
た
。
そ
の
他
、
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
指
導

員
養
成
講
習
会
、
ア
ル
パ
イ

ン
指
導
員
養
成
講
習
会
を
実

施
し
た
。
又
、
ネ
パ
ー
ル
大

地
震
に
対
し
、
加
盟
団
体
に

義
援
金
の
呼
び
か
け
を
行
い
、

寄
せ
ら
れ
た
20
万
円
を
日
山

協
を
通
じ
て
被
災
地
に
送
っ

た
。
な
ど
の
報
告
が
あ
り
承

認
さ
れ
た
。

◆
27
年
度
決
算
報
告

大
石
会
計
よ
り
説
明
が
あ

り
、
一
般
会
計
で
は
昨
年
並

み
の
繰
越
金
を
残
し
決
算
で

き
た
。
分
担
金
は
全
て
の
団

体
か
ら
納
入
が
あ
り
、
事
業

収
入
は
増
収
と
な
っ
た
。
支

出
の
団
体
納
入
費
が
３
割
を

占
め
る
特
異
な
状
況
に
あ
る
。

な
ど
の
説
明
の
あ
と
、
監
査

報
告
が
あ
り
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
た
。

◆
28
年
度
事
業
計
画

今
年
も
個
人
会
員
制
度
の

維
持
、
進
展
の
た
め
の
講
習

会
、
教
室
を
多
く
取
り
入
れ
、

目
立
っ
て
い
る
。
夏
山
教
室

は
五
竜
岳
へ
秋
山
は
赤
岳
を

計
画
し
て
い
る
。
新
し
い
事

業
は
、
県
内
山
岳
４
団
体
共

催
の
「
山
の
日
」
記
念
事
業

で
、
県
岳
連
は
３
地
域
で
実

施
す
る
記
念
ハ
イ
ク
の
内

「
宝
永
火
口
か
ら
宝
永
山
」

の
コ
ー
ス
を
担
当
す
る
。
な

ど
の
計
画
を
承
認
し
た
。

◆
28
年
度
予
算

加
盟
団
体
が
28
年
か
ら
２

団
体
減
少
す
る
こ
と
か
ら
、

分
担
金
を
減
額
し
、
昨
年
増

収
と
な
っ
た
事
業
収
入
も
前

年
予
算
並
み
と
手
堅
く
収
入

を
計
上
し
た
。
支
出
で
は
事

業
費
を
増
額
し
、
事
業
実
施

に
伴
う
赤
字
補
填
と
無
理
な

く
事
業
の
執
行
が
で
き
る
体

制
を
整
え
た
。

意
義
な
く
承
認
さ
れ
る
。

◆
役
員
改
選

今
年
は
役
員
改
選
の
年
で
、

席
上
、
慣
例
に
よ
り
選
考
委

員
会
を
設
け
検
討
し
、
役
員

案
の
提
示
を
受
け
、
審
議
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

選
考
結
果
が
松
永
義
夫
委

員
長
よ
り
、
会
長
に
滝
田
博

之
氏
、
他
正
副
理
事
長
、
監

事
の
報
告
が
あ
り
承
認
さ
れ

た
。
続
い
て
滝
田
会
長
か
ら
、

副
会
長
２
名
が
選
任
さ
れ
承

認
し
た
。
会
長
委
嘱
の
相
談

役
に
前
副
会
長
の
塩
澤
寿
雄

氏
、
自
衛
隊
山
岳
部
の
松
岡

壮
氏
を
新
た
に
委
嘱
し
た
。

◆
28
・
29
年
度
新
役
員

【
会
長
】
滝
田
博
之

【
副
会
長
】
前
川
朝
夫
、
清

水
雄
三

【
理
事
長
】
木
ノ
内
髙
嘉

【
副
理
事
長
】
出
利
葉
義
次

【
監
事
】
豊
田
稔
、
高
橋
弘

◆
ス
ポ
フ
ェ
ス
登
山
大
会

・
28
年
度
準
備
状
況

期
日

９
月
24
日
〜
25
日

会
場

富
士
山
周
辺

コ
ー
ス
・
募
集
人
員

Ａ
コ
ー
ス
（
１
泊
２
日
）
20

名

須
走
五
合
目
ー
小
富
士
ー

馬
返
し

水
が
塚
ー
二
子
山
ー

御
殿
場
新
五
合
目

Ｂ
コ
ー
ス
（
日
帰
り
）
50
名

御
殿
場
新
五
合
目
ー
幕
岩
ー

二
子
山
ー
御
殿
場
新
五
合
目

・
29
年
度
担
当
ブ
ロ
ッ
ク

先
の
常
任
理
事
会
で
静
岡

地
区
の
担
当
が
決
ま
っ
た
と

報
告
し
た
。

特
別
な
問
題
も
な
く
、
ス

ム
ー
ス
な
議
事
運
営
に
よ
り

無
事
総
会
を
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
た
。（

木
ノ
内
髙
嘉
〉
）

（１） 第１７号 宝 永 平成２８年６月１３日（月） （４） 第１７号 宝 永 平成２８年６月１３（月）

静岡県山岳連盟

〒420-8076

静岡市駿河区八幡3-1-17

TEL(FAX)054-288-7512
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第１７号

滝
田
会
長
選
出

28
年
通
常
総
会

事
業
計
画
・

予
算
な
ど
承
認

３
月
常
任
理
事
会URL:http://www.shizuokam.com

４
月
常
任
理
事
会

役
員
改
選



（２）第１７号 宝 永 平成２８年６月１３日（月）

28
年
度
日
山
協
競
技
委
員

総
会
が
4
月
3
日
、
岸
記
念

体
育
館
で
41
県
が
出
席
し
開

催
さ
れ
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
の
追

加
種
目
へ
の
推
薦
を
う
け
、

選
手
強
化
の
体
制
作
り
、
お

よ
び
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

へ
の
対
応
な
ど
が
議
題
の
中

心
と
な
っ
た
。

・
八
木
原
会
長
挨
拶
・
森
下

競
技
部
長
挨
拶
の
あ
と

議
事

１

27
年
度
事
業
報
告

(1)
競
技
会
運
営
報
告

・
全
日
本
ユ
ー
ス
選
手
権
ボ

ル
ダ
リ
ン
グ
競
技
大
会
（
鳥

取
倉
吉
）
、
第
29
回
リ
ー
ド
・

ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
（
和
歌
山

み
な
べ
）
、
第
18
回JOC

ジ
ュ

ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

（
富
山
桜
が
池
）
、
第
6
回

全
国
高
校
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
選

抜
選
手
権
大
会
（
埼
玉
加
須
）
、

第
11
回
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
ジ
ャ

パ
ン
カ
ッ
プ
（
埼
玉
加
須
）

・
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
報
告

(2)
技
術
委
員
報
告

セ
ッ
タ
ー
研
修
会
、
2
回

実
施
。

(3)
選
手
強
化
委
員
会
報
告

日
本
の
ボ
ル
ダ
の
世
界
ラ

ン
キ
ン
グ
は
高
い
が
、
リ
ー

ド
は

2013
よ
り
低
下
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
て
強
化
合
宿

（
イ
タ
リ
ア
）
で
は
、
海
外

コ
ー
チ
を
つ
け
て
、
ス
ピ
ー

ド
の
練
習
を
実
施
。

(4)
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
委
員
会
報
告

・
強
化
方
針

ス
ピ
ー
ド
に

対
す
る
取
り
組
み
。
フ
ィ
ジ

カ
ル
と
メ
ン
タ
ル
面
の
強
化

が
必
要
。

・
選
手
選
考
は
結
果
の
残
せ

る
こ
と
が
条
件

・
代
表
選
考
大
会

個
人
ラ

ン
キ
ン
グ
の
可
能
性
あ
り
。

(5)
指
導
者
資
格
に
つ
い
て

・
本
年
度
か
ら
監
督
は
、
指

導
者
資
格
が
な
い
と
参
加
で

き
な
い

２

28
年
度
事
業
計
画

・
競
技
部
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

（
静
岡
）
29
年
2
月
25
日
、

26
日
実
施
予
定
。

３

国
体
規
則
の
一
部
改
訂

・
セ
ッ
タ
ー
は
リ
ー
ド
と
ボ

ル
ダ
を
区
別
せ
ず
に
7
名
。

４

技
術
委
員
会
よ
り
…
27

年
同
様
の
日
程
で
ル
ー
ト
セ
ッ

タ
ー
研
修
会
を
実
施
。
審
判

員
、
セ
ッ
タ
ー
の
各
県
の
登

録
状
況
に
つ
い
て
。

５

国
体
ブ
ロ
ッ
ク
別
出
場

都
道
府
県
枠
に
つ
い
て
…
東

海
は
成
女
１
・
少
男
２
・
少

女
１

（
諸
戸
明
）

第
64
回
静
岡
県
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
登
山
競
技
が

中
部
の
竜
爪
山
を
会
場
と
し

て
５
月
28
日
、
29
日
に
実
施

さ
れ
た
。
男
子
18
校
、
女
子

８
校
が
、
全
国
大
会
、
東
海

大
会
へ
の
出
場
権
を
目
指
し

熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
た
。

28
日
は
竜
爪
中
学
校
に
て

開
会
式
、
筆
記
試
験
。
そ
の

後
、
登
山
行
動
で
梶
原
山
、

一
本
松
を
経
由
し
て
幕
営
地

の
北
沼
上
小
学
校
ま
で
の
コ
ー

ス
を
歩
い
た
。
や
が
て
、
生

憎
の
雨
と
な
り
、
設
営
に
は

各
校
と
も
苦
労
し
た
よ
う
だ
。

29
日
は
雨
も
収
ま
り
、
暑

さ
と
の
戦
い
と
な
っ
た
。
北

沼
上
小
学
校
か
ら
文
珠
岳
、

薬
師
岳
を
超
え
て
穂
積
神
社

ま
で
と
い
う
ハ
ー
ド
コ
ー
ス

に
挑
ん
だ
。

男
子
は
浜
松
日
体
高
が
富

士
宮
西
高
を
総
合
得
点
で
僅

か
に
か
わ
し
２
年
連
続
優
勝
。

女
子
は
富
士
高
が
富
士
宮
西

高
を
僅
差
で
か
わ
し
、
同
高

の
20
連
覇
を
阻
み
初
優
勝
を

果
た
し
た
。

両
校
は
８
月
に
岡
山
県
蒜

山
を
中
心
に
行
わ
れ
る
全
国

大
会
に
出
場
す
る
。
富
士
宮

西
高
は
男
女
と
も
体
力
点
は

ト
ッ
プ
で
あ
っ
た
が
総
合
点

で
２
位
に
甘
ん
じ
た
。
藤
枝

東
高
が
男
女
と
も
３
位
と
な

り
、
両
校
が
６
月
に
湖
西
連

峰
で
行
わ
れ
る
東
海
大
会
へ

出
場
す
る
。
今
年
度
も
、
非

常
に
レ
ベ
ル
の
高
い
戦
い
と

な
り
、
上
位
大
会
へ
の
出
場

権
を
得
た
学
校
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
参
加
校
全
体
の
競

技
力
が
向
上
し
て
い
る
。

入
賞
し
た
学
校
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。
男
子
は
６
位
ま

で
、
女
子
は
４
位
ま
で
が
入

賞
。

【
男
子
団
体
】

１
位

浜
松

日
体

２
位

富
士
宮
西

３
位

藤
枝
東

４
位

韮

山

５
位

清
水
東

６
位

島
田

【
女
子
団
体
】

１
位

富

士

２
位

富
士
宮
西

３
位

藤
枝
東

４
位

静
岡

（
清
水
雄
三
）

本
年
度
の
岩
手
国
体
予
選

会
が
５
月
３
日
に
41
名
の
参

加
を
得
て
、
リ
ー
ド
を
浜
松

ス
ク
エ
ア
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ

を
Ｂ
・
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｔ
に
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

午
前
中
に
行
わ
れ
た
リ
ー

ド
競
技
、
は
、
少
年
女
子
は

12
ｂ
の
課
題
で
、
中
村
が
余

裕
を
も
っ
て
完
登
し
、
昨
年

度
全
日
本
ユ
ー
ス
代
表
の
力

を
見
せ
ま
し
た
。
少
年
男
子

と
成
年
女
子
は
共
通
課
題
で
、

休
め
な
い
ホ
ー
ル
ド
で
メ
イ

ン
壁
を
登
る
12
ｃ
ｄ
の
課
題

で
、
少
年
男
子
で
は
、
河
合

が
唯
一
中
間
部
の
遠
い
ホ
ー

ル
ド
を
保
持
し
て
次
の
ホ
ー

ル
ド
を
取
る
と
こ
ろ
で
フ
ォ
ー

ル
し
た
が
そ
れ
が
最
高
到
達

点
と
な
り
、
引
き
続
い
て
行

わ
れ
た
成
年
女
子
の
３
名
は
、

力
が
拮
抗
し
て
お
り
、
全
員
、

河
合
の
１
手
手
前
の
ホ
ー
ル

ド
を
取
り
に
行
く
と
こ
ろ
で

フ
ォ
ー
ル
し
,
時
間
差
で
順

位
が
つ
き
ま
し
た
。

成
年

男
子
は
、
正
面
の
メ
イ
ン
壁

で
最
大
傾
斜
の
部
分
を
ト
ラ

バ
ー
ス
し
抜
け
る
厳
し
い
ル
ー

ト
で
、
３
番
目
に
登
場
し
た

田
邊
が
、
気
持
ち
の
入
っ
た

的
確
な
登
り
を
見
せ
、
唯
一

の
完
登
を
果
た
し
観
客
を
沸

か
せ
ま
し
た
（
13
ｂ
ｃ
）
。

そ
の
後
，
Ｂ
・
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｔ

に
移
動
し
て
行
わ
れ
た
ボ
ル

ダ
リ
ン
グ
競
技
は
４
種
別
・

別
ル
ー
ト
・
４
分
間
オ
ン
サ

イ
ト
・
４
課
題
の
ベ
ル
ト
コ

ン
ベ
ア
ー
方
式
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
女
子
は
少
年
の
中
村

が
４
完
登
、
オ
ー
プ
ン
参
加

の
片
木
が
３
完
登
と
続
い
て

力
を
み
せ
ま
し
た
。
成
年
女

子
は
、
様
々
な
能
力
が
試
さ

れ
る
厳
し
い
課
題
で
望
月
が

１
完
登
で
、
あ
と
の
２
名
は

ボ
ー
ナ
ス
の
争
い
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
少
年
男
子
は
、

３
名
が
２
完
登
で
ト
ラ
イ
数

で
望
月
が
ト
ッ
プ
と
な
り
、

最
後
の
成
年
男
子
は
ボ
ル
ダ

リ
ン
グ
で
も
田
邊
が
３
完
登

で
抜
け
出
し
、
伊
藤
と
鈴
木

が
２
完
登
で
続
き
ま
し
た
。

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
の
セ
ッ
ト
に

は
新
鮮
な
発
想
で
セ
ッ
タ
ー

の
意
図
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ

う
な
課
題
も
多
く
、
非
常
に

盛
り
上
が
っ
て
競
技
を
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
セ
ッ
タ
ー
を
お

願
い
し
当
日
も
競
技
の
終
わ

る
ま
で
見
届
け
て
い
た
だ
い

た
、
愛
知
県
の
大
山
さ
ん
か

ら
、
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い

て
閉
会
し
ま
し
た
。
会
場
を

提
供
し
て
い
た
だ
い
た
ス
ク

エ
ア
さ
ん
と
Ｂ
・
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｔ

さ
ん
に
は
大
変
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

次
の
上
位
２
名
の
選
手
が
、

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
（
成
年

男
子
は
本
国
体
）
に
駒
を
進

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
の
突
破
、
本

大
会
で
の
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

成
年
男
子

１
位

田
邉
匤

律

２
位

伊
藤
優
輝

成
年
女
子

１
位

望
月
香

菜
子

２
位

北
脇
順
子

少
年
男
子

１
位

河
合
康

太

２
位

望
月
衛

少
年
女
子

１
位

中
村
祐

香
梨

２
位

勝
本
真
衣

（
諸
戸
明
）

５
月
29
日
（
日
）
岸
記
念

体
育
会
館
会
議
室
で
、
日
山

協
の
28
年
度
定
時
総
会
が
開

催
さ
れ
た
。

最
初
に
八
木
原
会
長
か
ら
、

本
協
会
は
、
わ
が
国
の
登
山

界
を
統
括
す
る
団
体
と
し
て
、

安
全
登
山
を
第
一
に
、
山
の

環
境
と
文
化
に
配
慮
し
た
登

山
及
び
山
岳
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
・
振
興
を
図
る
た
め
、
関

係
機
関
・
団
体
と
連
携
・
協

力
し
て
、
そ
の
実
現
に
向
け

て
努
力
し
て
い
る
。

特
に
本
年
度
か
ら
は
、
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が
20

東
京
五
輪
の
追
加
種
目
と
な

る
こ
と
を
前
提
に
、
中
央
競

技
団
体
と
し
て
の
組
織
強
化

と
メ
ダ
ル
獲
得
に
向
け
た
選

手
強
化
体
制
を
構
築
し
た
い
。

一
方
、
国
民
の
祝
日
と
し
て

28

年
度
か
ら
施
行
さ
れ
る

「
山
の
日
」
が
「
国
民
こ
ぞ
っ

て
、
山
に
親
し
む
機
会
を
得

て
、
山
の
恩
恵
に
感
謝
す
る

日
」
と
な
る
よ
う
に
、
各
種

登
山
の
普
及
・
振
興
事
業
を

全
国
的
な
視
野
に
立
っ
て
、

積
極
的
・
効
果
的
に
実
施
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
日
山
協
の
現
在
の

組
織
や
財
政
基
盤
で
５
年
後

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
、
こ
れ
ま
で
の
課
題
や
問

題
は
あ
ま
り
に
も
多
い
。
そ

の
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
の
五
輪
種
目
化
に
伴

う
国
内
の
中
央
競
技
団
体
の

あ
り
方
や
組
織
等
に
つ
い
て
、

諮
問
委
員
会
（
座
長
・
神
﨑

顧
問
）
に
諮
問
し
た
。
と
挨

拶
が
あ
っ
た
。

議
事
は
、
第
１
号
議
案
平

成
27
年
度
事
業
報
告
の
承
認

に
つ
い
て
、
第
２
号
議
案
平

成
27
年
度
収
支
決
算
報
告
に

つ
い
て
、
監
事
監
査
報
告
に

つ
い
て
、
で
い
ず
れ
も
全
員

一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

次
に
報
告
事
項
は
、
１
、

平
成
28
年
度
事
業
計
画
及
び

予
算
に
つ
い
て
、
２
、
平
成

27
年
度
山
岳
共
済
会
事
業
報

告
及
び
収
支
決
算
報
告
に
つ

い
て
、
３
、
会
長
諮
問
委
員

会
答
申
を
受
け
て
、
４
、
創

立
60
周
年
記
念
事
業
募
金
及

び
熊
本
地
震
災
害
募
金
に
つ

い
て
、
５
、
そ
の
他
と
し
て
、

第
55
回
全
日
本
登
山
大
会
・

島
根
大
会
（
予
報
）
に
つ
い

て
、
と
、
祝
日
「
山
の
日
」

記
念
事
業
に
つ
い
て
、
で
あ
っ

た
。最

後
に
、
各
顧
問
か
ら
の

ご
意
見
等
を
伺
い
、
14
時
25

分
に
終
了
し
散
会
し
た
。

（
滝
田
博
之
）

（３）第１７号 宝 永 平成２８年６月１３日（月）

東
京
五
輪
へ
選
手
強
化

競
技
委
員
総
会

28
年
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
静
岡
に

南
ア
ル
プ
ス
の
春
山
相
談
所
が
、

４
月
29
日
か
ら
５
月
８
日
ま
で
の
10

日
間
、
沼
平
の
指
導
セ
ン
タ
ー
で
開

設
さ
れ
た
。

県
遭
対
協
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、

県
岳
連
か
ら
指
導
員
を
派
遣
し
た
。

ま
た
、
警
察
の
山
岳
救
助
隊
員
も
そ

の
間
常
駐
し
、
登
山
者
の
相
談
、
指

導
及
び
天
候
や
雪
の
状
態
な
ど
の
情

報
提
供
を
行
い
、
安
全
登
山
の
一
翼

を
担
っ
た
。

こ
の
期
間
の
沼
平
か
ら
の
入
山
者

は
、
計
95
パ
ー
テ
ィ
で
、
茶
臼
岳
・

光
岳
方
面
が
67
パ
ー
テ
ィ
、
聖
岳
方

面
が
13
パ
ー

テ
ィ
、
赤

石
岳
方
面

が
10
パ
ー

テ
ィ
、
そ

の
他
が
５

パ
ー
テ
ィ

で
、
前
半

が
多
く
後

半
は
少
な

く
、
全
体
で
は
昨
年
よ
り
少
な
か
っ

た
。今

年
の
積
雪
は
、
昨
年
の
暮
れ
か

ら
非
常
に
少
な
く
、
茶
臼
岳
や
光
岳

の
稜
線
に
は
雪
は
無
い
と
の
こ
と
だ
っ

た
。
天
候
は
、
３
日
の
夜
か
ら
４
日

の
朝
ま
で
強
い
雨
が
降
っ
た
が
、
晴

天
の
日
が
多
か
っ
た
。
事
故
は
、
道

迷
い
や
滑
落
が
あ
っ
た
が
自
力
で
下

山
で
き
た
。
近
年
の
傾
向
だ
が
、
単

独
の
登
山
者
が
増
え
て
お
り
安
全
登

山
に
心
が
け
て
ほ
し
い
。（

滝
田
博
之
）

南
ア
ル
プ
ス
春
山
相
談
所
開
設

メ
ダ
ル
獲
得
へ強
化
体
制

日
山
協

中
村
２
完
登
優
勝

岩
手
国
体
県
予
選
会

ボ
ル
ダ

リ
ー
ド

富
士
高
初
優
勝

高
校
総
体

女
子
団
体


